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３．放射線分解水素発生量の評価 
  濃縮缶で処理される高レベル濃縮廃液は、放射線分解により水素が発生す

る。１.において確認したとおり保護管内圧力が濃縮缶側からの圧力よりも高

くなる圧力に保護管内を加圧し、保護管内に供給している空気が保護管先端

部から濃縮缶側に抜けている状態では、保護管内への液浸入はない。しかし

ながら、損傷部位が微小であると毛細管現象により生じる圧力が大きくなり、

加圧システムからかけられる圧力を上回り、保護管内に液は浸入しないもの

の損傷部位内には液が浸入することが考えられる。 

損傷部位内に微量な廃液が滞留することを仮定し、そこから発生する水素

により、保護管内への水素濃度が可燃限界である 4vol％に達するまでの時間

を評価する。 

 
（１）評価条件 
・ 損傷部位は十分小さく、保護管内の空気の流れはないとする。 

・ 保護管表面から出た水素は保護管内に入るが、拡散の効果が大きく過度に

水素濃度の高い箇所が生じることがないことを試験により確認している

ため、保護管内の水素濃度は均一とする。 

・ 保護管への加圧圧力は 60ｋPa とする。 

・ 損傷部位の孔径 1mm※2の損傷長さ 6.4mm

に濃縮缶底部までの61mm を加えた長さ※3

での液量 0.053cm3で評価する。 

・ 保護管内容量（気相部）は保護管から減

圧弁までの容量とする。 

・ Ｇ値及び単位液量あたりの崩壊熱量Ｑ

は濃縮缶での設定値 2）を用いる。 

※２ 計算上、保護管への加圧圧力 60ｋPa で毛細管現象により生じる圧力を抑えること

ができる損傷部位の孔径は 5μm以上である。また、実規模試験での観察結果によ

ると孔径 10μm では保護管先端で気泡が拡大し、孔径 0.3mm 以上では連続した空

気の排出を確認できた。よって、評価値である孔径 1mm は十分安全側の値である。 

※３ 損傷長さについては、長さが不明であるものの損傷部位の孔径を 1mm として十分

安全側の値を設定しているので保護管の肉厚とする。また、濃縮缶内の液から発

生する水素については、濃縮缶気相部が保護管内よりも負圧のため濃縮缶気相部

に移行すると考えられるが、安全側に損傷部直下部の液（孔径 1mm、高さ 61mm の

円柱）から発生する水素を考慮に入れる。 

２） 出典：第６回設工認申請書「Ⅲ 火災及び爆発の防止に関する説明書」 
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